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学校活動支援サービスの概要

◎Chat GPTを搭載した教育総合ポータル「ラーニングスケルトンAI®」。

学習、教職員業務支援に有効活用いただけます

【サービスの内容】

・基本システム（コネクトシート、ドリル、ドリル編集、AI探究（Chat GPT3.5※含む）等）

・サポート（マニュアル提供、導入時研修、導入後研修・サポート、ツール保守等）

・ドリルコンテンツ
<中学校向け基本パッケージ>
漢字検定（4級、3級、準2級、2級）、新MSU中学数学（1～3）、英検（3級、準2級、2級）

<高校一般向け基本パッケージ>
英検（3級、準2級、2級）、ITパスポート試験、基本情報技術者試験

・AI英会話、AI英作文、AI問題自動作成ツール（Chat GPT4.0含む）、

・日経パソコンEdu

※2025年1月現在は 4 o-miniを提供
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学校活動支援サービスの概要

◆授業

●AI英会話・AI英作文
英作文の添削や英会話の相手、といった業務をAIが代わりに行います
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学校活動支援サービスの概要

●コネクトシート
授業で使用する教材シート（コネクトシート）はAIや問いかけテンプレートを活用すれば効率的に作成できます
学習指導案や、演習問題なども作成できます

◆授業準備
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学校活動支援サービスの概要

●AIドリル作成
中学、高校で学習する教科の演習問題をAIにより自動作成できます
作成した問題はPDF化して印刷、あるいは、eラーニングにもできます
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学校活動支援サービスの概要

教科書に対応した問いかけテンプレート
を選ぶと、選んだ問いかけがプロンプトとなり、
ＡＩが指導案を作成してくれます。

●指導案作成
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学校活動支援サービスの概要

●試験問題作成（AIドリル作成機能）
中学、高校で学習する教科の試験問題をAIにより自動作成でき、PDF化し印刷して提供できます
高校については、大学共通テスト用にAIをチューンナップさせていますので反映ができます
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学校活動支援サービスの概要

◆成績処理

●学習カルテ
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導入実績および事例の紹介

【本事業においてサービスを導入した実績】

<学校等教育機関>

私立中学校様・・・・・・・・・・２校

私立高等学校様・・・・・・・・・２校

県立高等学校様・・・・・・・・・６校

計 1０校

<学校等設置者>

県教育委員会様・・・・・・・・４団体（上記県立高校含む）
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導入実績および事例の紹介

【導入事例】

埼玉大学教育学部附属中学校 技術科
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学校活動支援サービス導入による成果

【導入による成果】

<教職員>

・夏休みや、自習授業の際にドリルコンテンツ教材を活用した

使い勝手が良く、演習が途中まででもよく少しずつできるので、

隙間時間での利用ができるのがよい

学力アップに貢献できたと思う

・これまでは時間をかけて頭を悩ませながら問題を作っていたが、

Chat GPTで演習問題が効率よく作成できたのが非常によかった

<生徒>

・単語ドリル演習は取り組みやすく、課題を自分で選択できたのは

学習意欲がアップしてよかったと思う

・AIと会話ができることで、苦手な英語も身近に感じられるように

なった

・ゲーム感覚のドリルコンテンツが豊富で学習が楽しく感じた
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サービス導入にあたっての課題とその改善策

【課題とその改善策】

・具体的な活用方法がわかりづらく、使いづらい

⇒教員向け研修会開催を積極的にお呼びかけいたしましたが、数校の開催にとどまりました

中学、高校一般、ではない、用途に沿ったパッケージ化を図ることと、

導入中も機能の改善やアップデートが頻繁に行われており書面によるマニュアルの提供が難しいため、

動画による研修の必要も感じましたので、早速着手をいたします

ICTが苦手な教職員様でも操作できる、例をあげれば、音声認識機能も装備しており、

苦手でも操作できるというところをさらに強くアピールしていきたいと考えております

・画面上でAIを使うよりも、自分のスマホでChat GPTを使ったり、Google検索する方が慣れもあって

速くできるので、活用メリットを感じなかった

⇒ラーニングスケルトンAIを活用すると、通常のChat GPT使用では得られないメリットがあること

の訴求が不足していた。また、そのメリットが業務効率化につながることも伝達しきれなかったと

思いますので、この点の伝達、アピールについて真摯に取り組んでまいりたいと考えております
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サービスを利用した児童・生徒・教職員等のコメント

【生徒・教職員のコメント】

<生徒>

・ゲーム形式のドリルがあったが、小中学生向きで高校生には少し合わないように感じた

・数学Ⅰの教材は共通テストのような形式で難しかった

・すでに複数のサービスやアプリを使っていて、IDやパスワードがさらに増えて管理が大変になる

<教職員>

・導入が年度途中であったため、すでに使用中のサービスやアプリがあり、活用方法を新たに習得しよう

と思うには至らず、業務や授業に取り入れるのは難しかった

・学習状況やレベルに応じて問題を提示してくれるのはよいと思った

・ドリルコンテンツの種類が豊富でいろいろな教科で使える
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会社概要
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